
闇バイトとギャンブル依存症問題
－違法オンラインカジノ対策強化に向けて－

（公社）ギャンブル依存症問題を考える会
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闇バイトと
ギャンブル依存症問題



◆NPO 全国ギャンブル依存症家族の会の会員による緊急アンケート結果
（家族の側がギャンブル依存症当事者について回答しています）
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人人今やギャンブル依存症者の
3人に1人が犯罪に結びつく
という現実



Q2：それはどんな犯罪行為でしたか
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Q3：どんな闇バイトをしましたか？
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Q4：闇バイトに加担した人は、何のギャンブルをやっていましたか？
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参考資料：ギャンブルの総売り上げ

公営競技 総売上高 （R5年度）

中央競馬 3兆2964億円

地方競馬 1兆 889億円

ボートレース 2兆4220億円

競輪 1兆1892億円

オートレース 1091億円

パチンコ 14兆6000億円

合計 22兆7056億円

IMARCグループの最新レポート「日本オンラインギャンブル市場レポート：ゲームタイプ（スポーツ
ベッティング、カジノ、その他）、デバイス（デスクトップ、モバイル、その他）、地域別2024-

2032」によると、日本のオンラインカジノ市場は 2023年に77億米ドル
（日本円で1兆1565億円およそ競輪並み）に達したと報告されている。

【参考データ】
公営競技は各公式HPより
ぱちんこは「レジャー白書2023（日本生産性本部刊）」より



◆当会に家族相談会で面談した方のアンケート調査です

（各年1月～12月まで2024年度は速報値で1月から11月までのまとめになっています）

4.3%

4.1%

10.8%

13.1%

20.3%

17.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

2024年

n=188人

n=169人

n=212人

n=396人

n=479人

8人

7人

23人

52人

97人

91人
n=512人

Q1：オンラインカジノをやっている人の割合

本年も恐らく昨年並みの
高止まりです



ギャンブル依存症は既存ギャンブルでも
すでに問題は山積みです。

ギャンブル依存症対策の更なる強化を望みます。
ex:過剰なポイント合戦特に友達紹介ポイントはやめて頂きたいと思います。

その上違法オンラインカジノ問題が
競輪と同等に顕在化してきています。

早急にオンラインカジノ問題の
解決を願っております。



海外拠点

●海外合法／日本違法

●そもそも海外カジノは日本で
取り締まれないのか？

●本当に海外カジノなのか？
実質は日本人が日本向けに
やっているのではないか？

●少なくとも日本人アンバサダー、
もしくは日本チームにいる
アンバサダーは幇助ではないのか？

日本拠点

決済代行業者 アフィリエーター Youtuber

罰則の強化をお願い致します。

●海外カジノへ送金すればマネロンにあたる
●違法カジノの広告は賭博幇助では？
●そしてこれらは犯罪収益では



なぜこのような広告がいまだにまかり通っているのでしょうか？

我々の調査では
少なくとも

110の違法
オンラインカジノが
日本語版を作り、
現在も堂々と
営業しています。



ここまでの説明を踏まえ、
本日お集まりの政治家・行政の皆さまへ
３点要望がございます。
ご検討いただけますと幸いです。



要望1：厳罰化及び予算・専門人材の確保

現在の罰則は、以下の通り。飲酒運転が罰則強化で減少したようにオンライ
ンカジノについても罰則強化できないでしょうか。

• 賭博罪：50万円以下の罰金または科料
• 賭博場開張等図利罪：3ヶ月以上5年以下の懲役
• 組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制等に関する法律違反：5年以下の懲役または

1000万円以下の罰金
• 外為法違反：3年以下の懲役または100万円以下の罰金

また、現場では、予算及び専門知識を持った人員が足りず、捜査に行き詰
まっているという声を聞きます。取締り体制の強化を図ることが急務と考え
ています。



要望２：国内における関与者（アフィリエイター、送金
業者）への対策強化

オンラインカジノのサービス提供者そのものは海外にいるとしても、日本
国内で関与しているアフィリエイター、決済代行業者への対策強化により
実質的にサービスへのアクセスを遮断することが可能と考えます。

広告塔になっている企業、著名人アフィリエイターへの警告、取締りを強
化していただけませんでしょうか。

決済代行業者は、違法取引に関わる金を扱っており、外為法、組織犯罪処
罰法等による取締を強化すべきと考えます。



参考：アフィリエイター、決済代行業者の立ち位置



要望３：サイトブロッキングの実施
海外からのオンラインカジノサイトについて、通報や調査に基づき、日本国内では閲覧できないよ
うサイトブロックしていただけませんでしょうか（スイス等海外で実績あり）
スイス連邦賭博委員会（ESBK）は、オンラインギャンブル事業者のブラックリストを独⾃に作成しており、そのリストに掲載されている事業者のウェブサイトにはアクセスが禁
⽌されており、政府が国⺠を守る仕組みができています。スイスで増加する違法オンラインカジノに対し、スイス当局は2019 年以降、約2000 の違法オンラインカジノをブロック
したと発表。

日本でも、他分野ではサイトブロッキングを実施している例もあります。（下図参照）



警察庁の皆様へのお願い

●闇バイト（それ以外の犯罪でも）の犯人が、金に行き詰まった
背景にギャンブルの問題がないか、詳細な聞き取りをお願いします。

●万が一、ギャンブルの問題があった場合には、
当事者、家族、弁護士に「ギャンブル依存症の支援団体に繋がれ」
と伝えて頂けないでしょうか。

●刑罰だけで依存症は回復しません。回復支援に繋がる必要があります。

違法オンラインカジノ撲滅は、国際的な問題でもあり、
一筋縄ではいきません。捜査関係者の予算を増額し、
違法オンラインカジノ及び、闇バイトの撲滅に力を入れて頂きたく
お願い致します。
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